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Ⅰ．はじめに

　日本産哺乳類の多くは，有史以前から，毛皮，食肉，骨，薬種
等をえることを目的として盛んに狩猟されてきた。それは，個体
群規模が小さな小面積の島だけでなく，北海道，本州，四国，九
州といった大面積（ 10 , 000 km2）の島（以下，本土）におい
ても，中大型種の地域絶滅を引き起こした（1, 2）。近年，狩猟
圧の低下とともに多くの種で個体数が増加に転じ，なかでもイノ
シシやニホンジカといった自力で海を泳ぎ渡ることのできる大型
種では，かつて分布していた島嶼への再侵入が顕在化している
（3）。一方，自力で海を泳ぎ渡る能力が低い中型種の多くは，個
体群がいったん絶滅した島嶼への再侵入を果たしていないように
みえる（1, 2）。そこで本研究では，九州の沖合に位置する中程
度の大きさ（面積 100‒1, 000 km2）の 3島を対象として，文献資
料にもとづく過去の中型哺乳類相の復元を試みた。本稿では，こ
れらの島々が，かつては，より多様な中型哺乳類相を擁していた
可能性を指摘する。

Ⅱ．調査地と方法

　約 1万年前まで九州本土と陸続きであったと考えられている壱
岐諸島，五島列島，天草諸島のうちの面積が最大の島（壱岐島
135 km2，福江島 326 km2，天草下島 575 km2）を研究対象とした
（以下，3島）。さまざまな文献資料（貝塚等から出土した動物遺
存体の分布，過去の生物相の記録等）から中型哺乳類 13 種（表
－１）の分布情報を抽出した。九州本土と天草諸島については最
近の報告（3‒5）を参照した。なお，外来種のマングース類と九
州における過去の分布が不明なニホンリス（4）は除外した。

Ⅲ．結果と考察

　現存する中型哺乳類相（表－１）についてみると，在来種の種
数は，面積が小さい順に，壱岐島 2種，福江島 2種，天草下島 3
種，九州本土 8種であった。一方，復元された過去の中型哺乳類

相（表－１）は，それぞれ 5種，6種，4種，10 種であった。今
後，新たな資料の発見により，過去の種数が増える可能性はある。
種の絶滅率はそれぞれ 60 ％，67 ％，25 ％，20 ％であった。オ
オカミとカワウソは九州各地から過去に記録があり，後に絶滅し
た（4, 5）が，3島ではその他の中型種も絶滅したことが明らか
となった。以上のことから，3島にはかつて，現在よりも多様な
中型哺乳類相が成立していたことが強く示唆される。
　外来種についてみると，九州本土に分布する 4種のうち 2種
（シベリアイタチとクリハラリス）が，3島のうち 2島に分布し
ている（表－１）。導入の時期と経緯は種によって異なる。福江
島と天草下島に分布するシベリアイタチは，戦後，ネズミ防除を
目的として導入された個体に由来する可能性がある。壱岐島と福
江島に分布するクリハラリスは，1980 年代以降，観光施設から
逸出した個体に由来するとみられる。
　以下では 3島の在来種に着目する。3島に共通して過去の分布
情報を欠く種は，オオカミ，ニホンアナグマ，ニホンザル，ムサ
サビの 4種であった。
　タヌキは壱岐島と天草下島に現存する。福江島では縄文時代後
期（約 4 , 500‒3 , 300 年前）に分布した（13）が，後に絶滅した
とみられる。現在は，五島列島全域に分布しない。
　アカギツネは江戸時代の壱岐島で記録がある（7）が，後に絶
滅したとみられる。福江島（12）と天草下島（3）では確実な記
録がない。
　ニホンイタチは 3島に現存する。1907 年に福江島で採集され
た標本が大英自然史博物館にあり（川田・下稲葉，私信），1930
年代にも記録がある（11）。しかしその後，ネズミの防除を目的
として五島列島の複数の島にイタチ類が導入された（8）ため，
現存個体群の由来は不明（6）である。遺伝学的研究が望まれる。
　ニホンテンはかつて 3島に分布したが，天草をのぞき絶滅した
とみられる。弥生時代（約 2 , 000 年前）の壱岐島に分布し，
1930 年代の福江島（11）から記録がある。
　カワウソは，江戸時代の壱岐島（7），1930 年代の福江島（11）
で記録がある。ある程度は海を渡る能力があるため（14），かつ
ては九州本土から遠くない島嶼を利用していた可能性がある。天
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草下島からは過去の分布情報はないが，志岐神社にカワウソの足
がある（14）。天草諸島における過去の記録の精査が望まれる。
　ニホンノウサギは福江島に現存する。縄文時代中期から後期初
頭（約 5 , 500‒4 , 500 年前）の天草下島に分布した（3）が，後に
絶滅したとみられる。壱岐からは記録がない。
　全国的にみて，アカギツネ，ニホンテン，ニホンアナグマ，ニ
ホンザル，ムササビ，ニホンノウサギは，多くの 500 km2 未満の
島に現存しない（1, 2）。これらの種は毛皮や食肉としての価値
が高いため，かつて分布していたとしても，過度の狩猟圧によって，
個体群の規模が小さな島嶼では絶滅しやすかったと推察される。
　一方，タヌキとイタチ属は，上記の中型哺乳類と比較して，島
の面積の影響を受けにくい（1, 2）。これらの種がもつ食性の幅
広さは，島嶼という限られた生息地における個体群の維持に有利
に働いた可能性がある（3）。
　本研究により，タヌキ，ニホンテン，カワウソ，ニホンノウサ
ギは，研究対象とした 3島のうち 2島ないし 3島にかつて分布し
たが，1島以上で絶滅したことが明らかとなった。これは島嶼生
態系の脆弱性を示唆するものであり，今後，適切な保全と利用が
望まれる。
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表－１．九州近海の３島における中型哺乳類の分布状況．
●：現存，○：絶滅（過去の生息情報はあるが現在は不在），×：現存せず過去の生息情報なし．
■：外来種，◆在来種か外来種か不明，＋：局所的分布．

面積（㎢）タヌキ アカ
ギツネ オオカミ ニホン

イタチ
シベリア
イタチ

ニホン
テン

ニホン
アナグマカワウソ

アライ
グマ

ニホン
ザル ムササビクリハラリス

ニホン
ノウサギ 文献

目 食肉目 食肉目 食肉目 食肉目 食肉目 食肉目 食肉目 食肉目 食肉目 霊長目 齧歯目 齧歯目 兎目

科 イヌ科 イヌ科 イヌ科 イタチ科イタチ科イタチ科イタチ科イタチ科 アライ
グマ科

オナガ
ザル科 リス科 リス科 ウサギ科

壱岐島 135 ● ○ × ● × ○ × ○ × × × ■ × （7, 10）

福江島 326 ○ × × ◆ ■ ○ × ○ × × × ■ ● （6），
（10, 13）

天草下島 575 ● × × ● ■ ● × × × × × × ○ （3, 5）

九州本土 36,783 ● ● ○ ● ■ ● ● ○ ■ ● ● 　■＋ ● （4, 6）


